
文化芸術活動に関わるすべての皆様へ 

 

 本年四月二十五日から開始された三度目の緊急事態宣言においては、対象地

域におけるすべての文化芸術関係の公演や施設についても無観客化や休業をお

願いすることとなり、大変な混乱と御負担をおかけしました。練習や準備を積み

重ねてきた関係者の方々、そして心待ちにされていた皆様のお気持ちを考える

と非常に心苦しく思います。皆様のご理解とご協力に改めて深く御礼申し上げ

ます。 

この度、緊急事態措置を延長するに当たって、催物や一部の施設に関する政府

の目安を緩和し、業種別ガイドラインに基づく感染症対策の徹底など、新型コロ

ナウイルス感染症対策へご協力いただくことを前提に、宣言下においても一定

の活動を継続いただけることとなりました。 

 

感染拡大のリスクをできる限り抑えながら、文化芸術活動を続けていくこと

は、不可能なことでは決してありません。したがって、文化芸術活動の休止を求

めることは、あらゆる手段を尽くした上での最終的な手段であるべきと考えま

す。 

皆様におかれては、これからも文化芸術に関する活動を、可能な限りご継続く

ださい。文化庁長官として私が先頭に立って、そのための支援に全力を尽くして

まいります。 

 

文化庁に設置した感染症対策のアドバイザリーボードの提言iでは、クラシッ

クコンサート・演劇等の公演は、観客が大声で歓声、声援等を行うものではない

ため、観客席における飛沫の発生は少なく、感染拡大のリスクは低いとされてい

ますii。これらの公演については、消毒や換気、検温、マスク着用の徹底はもち

ろん、観客席で大声を出さないことの周知徹底を行い、入退場時やトイレ等での

密が発生しないための措置の実施や感染防止策を行ったエリア以外での飲食の

制限、公演前後の練習や楽屋等での対策等を業種別ガイドラインに基づき行え

ば、リスクを最小限にしながら実施することが可能です。 

また、来場者が静かな環境で鑑賞を行う博物館や美術館、映画館等においても、

飛沫による感染拡大のリスクは低いと考えられ、消毒や換気、検温、マスク着用

の徹底に加えて、予約制の導入等による入退場の適切な管理を行い、展示の種類

や態様に応じて密が発生しないような措置を講じるとともに、トイレやレスト

ラン、カフェテリア等における感染防止策を業種別ガイドラインに基づき徹底

すれば、リスクを最小限にしながら開館することが可能だと考えられます。 



実際に、このような感染症対策が適切に講じられている公演や展示において、

来場者間で感染が広がった事例は報告されていません。 

 

これまでの新型コロナウイルス感染症との過酷な闘いの中で明らかになった

ことは、このような未曽有の困難と不安の中、私たちに安らぎと勇気、明日への

希望を与えてくれたのが、文化であり芸術であったということです。 

 文化芸術活動は、断じて不要でもなければ不急でもありません。このような状

況であるからこそ、社会全体の健康や幸福を維持し、私たちが生きていく上で、

必要不可欠なものであると確信しています。 

 

 

令和三年五月 

文化庁長官 都倉俊一 

 

 

i 「文化芸術活動の継続・発展に向けた感染症対策の在り方について」（2021 年 2 月 19 日新

型コロナウイルス感染症対策の推進による文化芸術活動の継続・発展に関する専門家会合） 
ii 「クラシック音楽・鑑賞に伴う飛沫感染リスク検証実験報告書」（2020 年 7 月 クラシック

音楽公演運営推進協議会 日本管打・吹奏楽学会）では、高性能クリーンルームにおける実

験であるものの、マスク着用下であれば、「１席あけた着席」でも「連続する着席」でも、飛

沫などを介する感染のリスクに大きな差はないことが示唆されています。 

                                                   


